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河詐譲の技師酢尺、万′t激轟き案諸の承部
のドゥぐマスコミ言え小二察勧托せ細野′車！
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作者のここは

殻壷あっ生皮束や印と和ら書いて車の萄八・・・、机。5年函I専
一ケ目う～午属とものにしていたのぞ　が∵食　入餅I鳴らの紬巨とリか、ろくか、す

証印拍手士輿療失いir怠辞）、余までの碕丁荷かの紳申坤暖でかた。いう
こと古格・）きしにインド鋸萩の聖をウイノバ危I百・斉到勧千時やこ毎日一馬の詩を、火

神アダニに掩11主というこ汚す

とこう鴨川乍のす一事　74年五官、諌訪え藤島で－バンマン、アシェラマ、の伸呵「。勺

と“ヤ叩／オD午」そパロディ化して、約40局の島民にママ′＼右イコットと萌えたの

か・丸の矛一厘的・この直絵島浮出て、韓国今寺士←C、cc本俄凌．というや之′、釆

イつ・7ト連動の郎填る碧い仁のですか「ヤマ勺／オDす。一拍魔力‘、ラリこ書き乙的て

ロックバンドむくツ7Iこつ持前約9ミ1－ジ刀I」としてデビューはLF∴確軸の程ま

ともあれ、舞合し観窓が芝盆に一つに番－1合中三という更で不正に前衛的田舎芝鬼Ziした。

もともビアわデミッ7高勧jラ動けも全く経験の璃卑払子すか＼至言n主上相聞こぼまう

鴨い強味でして、トキ候の唄町内会もとでやっ青田含芝居のムードこそ　人穴の財の頬

緬根本である」という信条のもとに・色盲美恵のジイサンやバアサン接し狙え気つ

くT己よう寄支店長、という申T宰相鳥栖蒔パロディIこしてサました．
、布的言放靴前織庇うかって．未だにテレビドラマ漬菜放逸貢ヒ短い込大江

のしいバ叩ンむこ埴く命3芝居で　しかも斗竿も鼓房雄ようなラディカルけもの、

と03と、パロディ7〕く一番手晶り早いの？・す

晰↑蒔一二要所恒行った竜宮城己公電（ジ弓衆人悲俵博愛にう。・－冒，て羽、ば

故郷一義I）粟て・石油タンクか立並ぶ∴来し自利一用い的克しても脚、ナもり，た玉

手屈i事、村の和連中に専わい・恩の轟和事に泡の平かう鴫　白煙と共iこ大音響、石

油タンクがからかうと熊え上層という単純慨ストーI）ィ。1日う申す臼節句の粗いに　駕、

公疏錠でデビューしれrC．本和江誰某でやべ31のです鉦ヒヤッン恒ヒも0、

ぐ“凡ピーキング‾高木まうくに公案おい私たち主∴稽古もろくにしていい壮鎚、I専とて

も恵理にので・種醒Tや帰した．そ毎の根縛の（批大筋う印、I秋、小のバ叩
ンI二は・と小手、一丁適した小龍同で、すが、売人にらの人締グマリの布鉢軸と、う和二鳥

，た万葉の獅夫思索は■鴫、おってしこ†放免です欠く奄曝す定離殉1tま

した・薫いて構え幾二一己平田青笹手回の薙髄一上ステージで、ス＿う00人の太鼓衆

の前で萱揺練武巧軸とめれrこ。私宅も余も諸の離i二両3野次も又、細

の食詰のでし手稲佳辰鈴追って合寛厚渓連でやっにので寸時、石油タンクの′、
1杯テがかビ諦Iこ燃次放し小つにのですか「東駒油一頭が惑いで」という輯之

が入りましたeそ部的かく別田、、嚢我利左．i急東→たかうにけ宰一丸軸軒ラ

マを工涼もわけと建って…巧．再ヾいる預、平的為るたちとも組してヾ奪吉尾再縁モ・
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珍説　清畠大部
薄日放言久祭前夜祭にて上嬉　7時調う自
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出演語録扮 ゲマリ

乙催、　、・万菜Cうキ）

′トを、一、、ひのり（Iキ）

β亀、、・・　　ポ二子

がキAと後の村長・、、ケシン
ク　Bと後の罵喜一かし7

’Cと後の狂喜、ボ　ン

アバス（館千本）、、・、ミオ鉦脹棚）

タ　コ一、、・一‥・、宇摩（互か

タ　イ、・　　－　ナミ

貝・　　・・ヒッチ

ヒラメ　ー　　　　　ユニミリ一

合前受一・　　一コーチ

音楽トン

離日　離霞みジ／ソミ　パーラ　アユミ

ゼット　や舞え石田雇
デー70　や′チャン

才一鳴実科の来也

卸三嶋　竜宮城

井三嶋石油タンク。立並ぶ元の薬科 � �∴子 ／誘、 
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カニ場 
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匿二重亘二三三］

3人：の男の子が確切れです亀をいじめている

浦島へ討登場ガや只と邑，‘丁て

太め「サーフレル」（アナ一一滴p駒、こ八二の
Iそん印、こも亀をセイバツすんも！」（御恩いし蛤の

“だって　メチラシでヤー。（珍う。ヤ）

“ウジもスランナー」（オジ主人も∴で弓手江のら

“ワジワジと殺そうよ」

「アナー　ヒ十千ことを言うも∴もうや匂う！」

「ヤ紺三河くれる？」

「ウジヤ∴巾を帝，と　かか1，

「ウジ余日メシ食，か？，

「アヤ－　この輯茶カム・′いい舶載こしi

「へん　実力阻止かい？｝

“ワキャ二や　ウマカタかついじるそら

（オレにけ親方がつ
「ウシ／貪至大のくせIこ、す，送本と・Iっ王

手が．工工ンちゃうか？」

大坪「ア十一、このバカーッll」

大前、澄斗生して子亀で把チエI†上

之調子、浪島と共に匂亀登場

㊦亀「大更ダイヘン私の可愛壷ちや小、

まあ公民館に沿両津一端

、、、当す処へ4〒っにの、ひげちゃん、ひから

ヤーん．7ラ．こ弓）鴫で∵：うに工ハ仁の！！」

入野“アサ‘－　あぶだが子亀のみ母さんですか？」

令色“ほい・1拠暗、槽たかれ、まもCが在封こか）がこうご…ました」

句も、応皆よリ子亀と電報も

大坪「アト　ワンすごのシマの廉恥、浦島六郎い　着です。有言を言放妻目通り
か、ちと、この三人の堺壌坊実が、あ噂にの赤ちゃん－きし、しめていたのでか（万

子安に匂って）クレッ、アサンイキーll（ミうつ∴あ7与へ卑T）

3人のガギ　ヤわシベーなして∴萩辛も証う五五も

巧（一万し仰し伺えては厨

を電び邑きん見てはああぬるβ
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句亀「浦島蕉どうぞ竜き域へ遊び‘二束てffレ主．あ重訂シカように′∪促しぐ1∴少々イ

カレたすき九重両君していたの巧。竜宮城のZ寸暇も、あせた邑お連れしたら、

さっとお喜びのことと存じますれ」

太郎「下手一　竜宮の乙姫丁ま、？」

令色「ガーシ∴キュラム∴ンナ」くそう美人よ）

大野「アナ一　才し行，てみよ上

㊥亀“ァケー　それは∴それは7I泳輸菓和れよう。

も扮一台唇の後に従って、退現

が通りやんや迫りやんや　　卿鴫、この紐軌や

彊帝の細道　∴∴∴　と　そ適してく・）や。ム∴C

御用の青い老」過しやせんノi∴太郎りイカし晴渡巾公営乳でiこ毒・）まう

行3－璃、、食いi帰I庸二小二わいも持し迫りでへで遼i）やん也孔

匪亘二重二三亘］

乙花壇たちの居並′諦Iへ埼亀と太郎登墳

大師「ァナー　まうて菅のようし辛」

乙姫と負たう「イモリンショーレ」Cの，しや）言上や）

太郎（らくi）して1「アナー∴天国Cや　椎柴じゃ」

乙姫「和事竜宮の幻臣で司　と・ぅそようしく」

尺舞「下す1－　甘じゃ！」

功臣“どうそ　よ居り下こい、ごああ粟にどうぞ」

太前　着席　巽たち活着を運ぶ

乙哺（渇が主レ、で）「ミシヨi）ニショーし」（召上リー丁の

太郎「アナ一　語Cや！，

興Iこ東1TZ櫨∴笑いで灸たう、立上って跨る
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コ‾ラス塩かし諦観．B冊虹重刷て

竜宮城にえてみ時事絵に七滴一丁尊い美しご

乙種荷のゴ千ソ巾に∴タイやヒラメの舞い跨り

たヾめれしく面白く　月日のたっのも軍のよう几

如E rfあ　どんどん召上がれ」

大師「印、－　こげ小高きし、しかしちょっと臭い鴫？」

タイ「アラ　お気う、さです小　吏I舌・」

や蛾のの　んん　のこのちかと喰よピーLTこの小にて見

本軸「アナ－　どうかしたのですかて」

コーラス∴周　一サンミにしぶうど∴〔yそっても

煮っ〔1iこしょうと∴さそってt

昏よいつも同じ　7－サーイが

アバスト淘臭いのでごいます永嶋の体Iこ油伏しか逆子」で、生き印ぐう腐乱てい3

のでござ・います」

鈍　「そ暗中・一つござい北信竜宮蛾の尾痕も加　スデ／シで守口再です」

タイ　しその重み私たちの仰向－ふ、最血管軸㊥，㌣）、尻尾刷小江。顕諦1
，仁一）、次々こ恐うしい石膏に見露わ八てあー）李す」

奇部痕や言与った更、登端

本蹄　「アナー　奉じや！」

アバス「そ外しミ持、大岡の至高ホ届出のせい萄」

母を　「赤絵放∴十億年の伝統も謁も竜宮城も・合や繊商です」

太紳「アト剛、や人匝恥じや、一体かどうした主食い年子すか7」

ZI胎　「取も裁ってTJM」

大前諦う．2唖、，たいで真吾う、止上って坤も

大部　が　富む、し涌居席∴恥－†手もこ連れられて

竜宮城へ煮てみい吉

松iこし暗ITもい∴才子マシナ和

郎邑嚢にうのつ－ラスに、太潮庖上って掃3

月．竜宮城のスラッジや∴タイやヒラメの否の吹
上ヾ惑うしく　や3℃尊く

月日Qtっのし　眼が正っ廓．
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太締7ラフラ講和）終って

太掛「ア古きのせい暗面暗いLtようしや、そうそう寂iこ一婦ら小吉」

Z腫「もう訓守りですか・Tは、あぶ守門十王粥を97で」

六秒「アナ一　両大入　てていのですか？」

Z舵・卜そ回す内緒てう」

タイ　壬手箱と運び助主

タイ「どうか　どらGに困っ1㌔、この清朝一丁虹で干上」

会員「ド一刀風洞・丁も主人で千時」

梱「ガンガン江嶋がそん航頬も印・尭匠来し凋Ir暮ら竜宮や射

出に－永久廟Iこ直しましょう、Tiユ航こしご・シナんよう∴するウナラ」

／領「了トラヤー」（和小言ぎょ日詰の

太前コーラスに逆ら車で去る

コ‾ラス　月　ガンバロウ　大同のせ漂（こ

渇のげ的トの　ウラさがあう

鳴／いそ碑′うぐ　ウラミかみ3

獣心彫しめら恥一吟両月

たヾし銀色の石油ダンクが立並ぶ

榔「ァサーや亘りか千慮しいシマ　ーアナ一両の鎚の催し緑綬均i雄士や

博大の2・3日噛中にし亡ぼす、職印二伸というか）様だ」

和人3人軽易

太郎「クレル千十二　月小人人頼やのう71ウラ押収のシマン4ユウリ…？」
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，村人A　「ワンT　7ヌシマヌ　村喜じゃ」（私けこのシマの）

′′　B rヮンナ　クスシマフ　署長じや」

ケ　C「ヮシナ　7アシマフ　社長Cや」

大部　「下す－　ウラマ　7マ浦島太郎知らんね7，、君にうこの）

科花　「涌・鉄郎冷然知らん」
罵喜∴∴「同時仁子ともlわんピー」

丸亀　“背）一子の時代連れの格侃一利高じやい　ま　で鄭重卦たいて工手に画、？」

応弼　「アナー　ワンナ　ブントフ薬師と！」
紳喜　「ハ十一　知事㍗」

君恩　「石油基軸牡来て小う　この畠に海野はあちらと」

丸善　「自然（乗船）1－百合も高いとい　ここと　拉）弾性青のじゃ」

大部　「下す－　危油を叱って何だ？」

科を　「クワ　マガンタメノ岡花じゃ」（千や孫の青みの）

謎　「侵略のための即輝浪じゃ」
社長　「食もうiTのための知的や」

大切－∴「ァ千一でて一二時宮城玉枝喜市まの1不　才マ王達「克て」

河毛　「届出に公電停購い」

悪玉　「患鮒忠塩冊、とめか市坪一事遼拭う3そ．1」

紅毛　「竜宮坪鵬‘、／金‡へ南山でもしぼでも咋時」

梯「アナ一命と自然一事全くこイや汚れん」
桐嘔　「鳴け盆も－）企けカ丁目）」

焉喜　「ム汁の沖涼も，金次矛」

狂喜　「凧登で築く　聾の、蒔検札



大帝「アナ一，と言って除きすい1デモ含れう
「天下や人／にましす脅　群うりドゥよ

沖の御免のドアぐれんことを

御国のドゥていムーことそ

沖のドゥがiズーこてもあごとく　fOこしふうんことで

戦埴日毎のドクや　今日もド7したまも

戎引こド7す諸子　裁ちもドゥでくごとく

裁当所）ドゥを↓　ドゥLTこき乙

部うそ鉦に合合わ　た別人上ド7iこよって清武がたきスノ」

村毛　「オイ　その清一専イ奇だ？」

離「何処かう盗んで束に？」
紅毛　「、人くらで雇も0、いて」

未開I rこれ一事玉手箱こいつ　即、豪の壊宝じゃ上

村長「如く患いのに東宝とけ　こいい加こて1

着を「虚しい過激涙雨？」

紅毛「ノ盆で宅っこせもぎひも中和き　我々の敵だ！ヤレーツ！ノ」

善し斗のえ　稿蕪を、3人冠も囲んで

村喜「竜宮歌のわや－1、か？」

署長「ヘドロでも入って直のか？」

社長「中の色　事っほ○でもとして」

3人「て高手　′〈千　二／サン〝」

冠七的－1手折小二　白煙、姦喜　石油タンク巻上

3人　のkHう①って倒れi桃色　舞台鳴乾

雷魚Iこついて　乙値亀厨の亡重畳蛛浦島大前的一丁起こして舞い程前

（凍上小一））

宅憂担当のトンI専‥7号亨東萩弧ギャラ
／ヾンのメン′ヾ－の一人　東京在住
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